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 上

 下
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OI-9

【変更

AR 出

を注視

運用開

 
 

OI-

【変更

定、2
次が設

ロー

施策番号順 
上段：ロー

下段：ロー

◇印：意思決

9 精密か

更理由】来年

出発方式につ

視する必要が

開始時期を

13 継続的

更理由】通信

2021 年度運

設定されたこ

ードマップ

ドマップ 20
ドマップ 20
決定年次の施

かつ柔軟な

年度改正が予

ついては改正

があるため、

1 年後ろ倒し

的な上昇

信に関する E
運用開始）及

こと伴い、ロ

プ変更施策

12 
13 
施策 

な出発及び

予定されてい

正案に盛り込

ロードマッ

しし、それぞ

・降下の

EN 施策の検

及び高度化（

ロードマップ

1 

策及び意思

 

び到着・進

いる ICAO P
込まれない見

ップを変更。

ぞれ 2014 年

実現 

検討により、

2022 年度意

プを変更。

思決定年次

進入方式

BN Manual
見込みである

RNP AR 出

年度、2017 年

データリン

意思決定、20

次施策の

l (Doc 9613)
ことから、引

出発方式の意

年度とした。

ンクの導入（

026 年度以降

一覧 

) について、

引き続き国際

意思決定年次

 

（2013 年度意

降運用開始）

 

 
RNP 

際動向

次及び

 

 

意思決

の年

資料料 3-2



 

OI-

【変更

定、2
次が設

 
 

OI-1

【変更

に変更

用開始

を用い

 
 

OI-2

【変更

決定、

14 軌道

更理由】通信

2021 年度運

設定されたこ

19◇ 合流

更理由】統合

更。また、合

始)が必須で

いた動的な運

22 システ

更理由】通信

、2026 年度

・気象情報

信に関する E
運用開始）及

こと伴い、ロ

流地点におけ

合管制情報処

合流地点を固

であることか

運用(2022 年

テムの支援

信に関する E
度以降運用開

報・運航

EN 施策の検

及び高度化（

ロードマップ

ける時刻ベ

処理システム

固定せず動的

ら、固定地点

年度運用開始

援による

EN 施策の検

始）の年次

2 

制約の共

検討により、

2022 年度意

プを変更。

ベースの順

ム整備の進捗

的に運用する

点での運用(
始)に細分化。

リアルタ

検討により、

が設定された

共有 

データリン

意思決定、20

順序付け、

捗状況を考慮

ためにはデ

(2018 年度運

 

イムな軌

データリン

たこと伴い、

ンクの導入（

026 年度以降

間隔設定

し意思決定年

ータリンク通

運用開始)とデ

軌道修正 

ンクの高度化

、ロードマッ

（2013 年度意

降運用開始）

（メタリン

年次を 2013
通信(2021 年

データリンク

化（2022 年度

ップを変更。

 

 
意思決

の年

ング） 

 

 
3 年度

年度運

ク通信

 

 
度意思

 



 

OI-2

【変更

に、運

るため

気流

の静的

に分割

 

26◇ 後方

更理由】統合

運用開始年次

めにはデータ

区分の細分化

的な定義: フ
割。 

方乱気流に

合管制情報処

次を 2018 年

タリンク通信

化による静的

フェーズ 1, 

に起因す

処理システム

年度に変更。

信(2021 年度

的な航空機間

2 (2018 運用

3 

る管制間

ム整備の進捗

また、気象状

度運用開始)が
間隔の定義を

用開始) と動

間隔の短縮

捗状況を考慮

状況に応じて

が必須であり

を行う必要が

動的な定義: 

縮 

し意思決定年

て航空機間隔

り、その前段

があることか

フェーズ 3 

年次を 2013
隔を動的に定

段階として後

から、航空機

(2022 運用

 

 
3 年度

定義す

後方乱

機間隔

用開始) 



 

OI-2

【変更

定、2
次及び

 
 

29-1, 2, 3

更理由】通信

2021 年度運

びアプリケー

3 定型通信

信に関する E
運用開始）及

ーションが設

信の自動

EN 施策の検

及び高度化（

設定されたこ

 

4 

動化による

検討により、

2022 年度意

こと伴い、ロ

る処理能力

データリン

意思決定、20
ロードマップ

力の向上 

ンクの導入（

026 年度以降

プを変更。 

（2013 年度意

降運用開始）

 

 

意思決

の年



 

OI-3

【変更

我が国

を前倒

 
 

OI-3

（変更

 
【意思

し導入

当初予

析の概

[費
 

[定

30-1, 2, 3

更理由】ICA
国における導

倒しするなど

31◇ 機上

更なし） 

思決定の結果

入計画案を作

予定通り 20
概要は以下の

費用項目] 
EN-2 によ

発生せず。

定性的効果] 

3, 4 空対

AO (Airborn
導入の必要性

どの見直しを

上におけ

果及び理由】

作成。費用対

016 年度の運

の通り。 

より整備され

。 

対空監視（

ne Surveill
性を関係者で

を実施。 

る情報の

本施策に必

対効果分析を

運用開始に向

れる GIS 情

5 

（ＡＳＡＳ

ance Task 
で確認を行い

充実 

必要な EN-2
を実施し、総合

向けて導入の

報データベー

Ｓ）の活用

Force) の最

い、研究開発

2 GIS データ

合的に有効で

の準備を進め

ースを用いた

用 

最新の検討状

発、意思決定

タベースと共

であるとの評

ることとした

た運用改善で

状況を踏まえ

定及び導入の

共に一体的に

評価を得たた

た。費用対効

であるため費

 

 
つつ、

の時期

 

に検討

ため、

効果分

費用は



 

 

 

[評
 

 
 

OI-3

（変更

 
【意思

てい

 
 
 

地形・障害

地形・障害

評価] 
総合的に有

33◇ 安全

更なし） 

思決定の結果

ることから、

害物情報の精

害物情報の可

有効であると

全情報の活

果及び理由】

、運用開始に

精度向上によ

可視化による

と評価。 

活用 

】別途会議体

に向けた導入

 

6 

よる運航の安

る運航の安全

体（SSP 推進

入準備の進捗

安全性向上

全性向上 

進会議）にお

捗状況を引き

おいて既に導

き続き把握す

導入判断がな

することとし

 

なされ

た。 



 

EN-

【変更

 
 

-1◇ 情報

更理由】OI

報処理シス

-19 の検討結

ステムの高

結果に伴いロ

 

7 

高度化 

ロードマッププを変更。

 

 



 

EN-

【変更

整備に

定年次

を行

また、

報の

推奨の

年次に

 
【意思

ある

分析

入の準

[費用

 既

[便益

 情

[定量

 G
 G

[定性

 P
 デ

 情

-2 データ

更理由】GIS
により OI-3
次を 1 年前倒

うよう変更。

、4D 気象デ

XML 化（標

の目途が立つ

に設定。 

思決定の結果

OI-31 機上

を実施し、総

準備を進める

用項目] 
既存の情報

益項目] 
情報の一元管

量的効果] 
GIS 情報によ

GIS 情報デー

性的効果] 
PBN 方式設

データ品質向

情報収集主体

ターベース

S 情報データ

31 機上にお

倒しし、OI-3
。 
データベース

標準化）に関

つ 2015 年度

果及び理由】

上における情

総合的に有効

ることとした

・測量で対応

管理によるコ

より事故等を

ータを利用で

設計で GIS 情

向上による航

体の一元化に

ス等情報基

タベースにつ

おける地形・

31 の意思決

スについて、

関する動向を

度を意思決定

GIS 情報デ

報の充実と共

効であるとの

た。費用対効

応可能であり

コスト削減

を未然防止で

できる小型機

情報データベ

航空機の性能

による運航者

8 

基盤の構

ついて、意思

障害物情報

定年次であ

WMO（国際

を踏まえたロ

定年次、XM

データベース

共に一体的に

の評価を得た

効果分析の概

り新たな費用

（約 1,600 万

できる可能性

機の装備率

ベース用いる

能分析の際の

者の負荷軽減

築 

思決定年次は

の充実を図る

る今年度に一

際気象機関）

ロードマップ

L 利用義務化

スについて、

に検討し導入

たため、2016
概要は以下の

用は当面発生

万円/年） 

性のある事例

ことによる

の誤差軽減・

減 等 

は 2013 年度で

ることができ

一体となって

及び ICAO
プの見直しを

化後の 2021

本施策に基

入計画案を作

6 年度の運用

の通り。 

生せず。 

例の件数 

効率性及び精

エラー防止

であったが、

きるため、意

て導入の意思

O における気

実施。XML
1 年度を運用

基づく運用改

作成。費用対

用開始に向け

精度の向上 
止 

 

 
その

意思決

思決定

気象情

L 利用

用開始

改善で

対効果

けて導



 

[評価

 総

 
 

EN-

【変更

計画す

の動

含め見

 
 

価] 
総合的に有効

-3 情報共

更理由】欧米

するとともに

向を踏まえガ

見直しを実施

効であると評

共有基盤 

米では情報の

に、情報・サ

ガバナンスの

施予定。 

評価。 

の標準化だけ

サービスを段

の確立に関す

 

9 

けでなくガバ

段階的に共有

する取組みを

バナンスの確

有していくこ

を前倒し。次

確立について

こととしてい

次年度におい

ても初期段階

いるため、こ

いては他の部

 

 
階から

これら

部分も



 

EN-

【変更

時期

的なシ

の他、

 
【意思

装置の

合った

備を進

[費
 

 

[定
 

 

[定
 

 

-4◇ 気象

更理由】抽象

を明確化。空

システム毎に

、衛星による

思決定の結果

の導入に伴

た十分な効果

進めることと

費用項目] 
装置の設計

システム保

定量的効果] 
落雷による

機体の防除

定性的効果] 
落雷による

悪天の事前

象観測情報

象的な記述に

空港周辺の観

に検討し導入

る新たな観測

果及び理由】

う定量的・定

果が得られる

とした。費用

計・導入費用

保守・運用費

る装置故障の

除雪作業の効

るインシデン

前回避による

報の高度化

になっていた

観測情報につ

入を進められ

測情報を追記

】低高度レー

定性的効果に

るとの評価を

用対効果分析

用 
費用 

の損失回避

効率化 等

ント・アクシ

る機会損失低

10 

化 

たロードマッ

ついて、統合

れるよう意思

記。 

ーダーエコー

による費用対

を得たため、

析の概要は以

シデントの回

低減 

ップを細分化

合化及び高度

思決定年次及

ー処理装置に

対効果分析を

2015 年度の

以下の通り。

回避 

化し、具体的

度化に分割し

及び運用開始

について導入

を実施し、総

の運用開始に

 

的な施策内容

したうえで、

始時期を設定

入計画案を作

総合的に費用

に向けて導入

 

 
容及び

具体

定。そ

作成。

用に見

入の準
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 一般レーダーの覆域外の状況把握による運航の効率化 
 進入タイミングの効率化 
 小型航空機の安全性、運航効率向上 
 高規格 RNAV での運用の効率化 

[評価] 
 総合的に費用に見合った十分な効果が得られると評価。 

 
  



 

EN-

【変更

時期

られ

変更

 
【意思

予測の

う定性

の評価

るこ

[費
 

[定
 

 

 

[評
 

 

-5◇ 気象

更理由】抽象

を明確化。新

るよう、飛行

を実施。 

思決定の結果

の実施及び予

性的効果に

価を得たため

ととした。費

費用項目] 
既存の機器

微な改修

て整理。 
定性的効果] 

効率的な運

運航の安全

4D 気象デ

評価] 
総合的に費

象予測情報

象的な記述に

新たな予測情

行場予測の拡

果及び理由】

予報要素の拡

よる費用対効

め、いずれも

費用対効果分

器及びソフ

・予報作業手

 

運航計画立案

全性向上 
データベース

費用に見合っ

報の高度化

になっていた

情報の提供に

拡充、短時間

】新たな予測

拡充それぞれ

効果分析を実

も当初予定通

分析の概要は

トウェアを用

手順の検討

案 

スの要素の品

った効果が得

 

12 

化 

たロードマッ

について、具

間予測の実施

測情報の提供

れの導入計画

実施し、総合

通り 2017 年度

は以下の通り

用いるため、

・修正技術の

品質向上 

得られると評

ップを細分化

具体的な予測

施及び予報要

供について、

画案を作成。

合的に費用に

度の運用開始

り。 

新たなコス

の開発に関し

評価。 

化し、具体的

測情報毎に検

要素の拡充に

飛行場予測

それらの予

に見合った効

始に向けて導

ストは発生し

しては気象庁

的な施策内容

検討し導入を

に分割するな

測の拡充、短

予測情報提供

効果が得られ

導入の準備を

しない。また

庁の埋没費用

 

 
容及び

を進め

などの

短時間

供に伴

れると

を進め

た、軽

用とし



 

EN-

【変更

観点か

研究開

 
 

EN-

【変更

検討状

意思決

 
 

-9-3 ブラ

更理由】WA
から WAM の

開発を具体的

-10 空港

更理由】AT
状況を踏まえ

決定及び導入

ラインドエ

AM のデータ

の整備計画等

的にロードマ

港面の監視

TSA-SURF に

えつつ、我が

入の時期を前

エリア等に

タを用いた A
等を踏まえ、

マップに記述

視能力の向

について、I
が国における

前倒し。 
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における監

ADS-B の評価

WAM を活用

述。 

向上 

CAO (Airbo
る導入の必要

監視能力

価運用が可能

用した評価運

orne Surveil
要性を関係者

の向上/A

能であり、施

運用及びそれ

llance Task 
者で確認を行

ADS-B 

施設の有効利

れに向けて必

k Force) の最

行い、研究開

 

 
利用の

必要な

 

 
最新の

開発、



 

EN-

【変更

情報

に、航

につい

るため

 
 

-12 航空

更理由】ロー

といった、地

航空機の対応

いては長期的

めの質問制御

空機動態情

ードマップを

地上（航空管

応状況から短

的に検討する

御機能につい

情報の活用

を具体的な記

管制）側で将

短期的に使用

るものとして

いても導入す
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用 

記述に修正。

将来必要とな

用すべき情報

て設定。また

すべく設定。

航空機の位

なる航空機の

報の種類を抽

た、管制官が

 

位置情報や針

の動態情報を

抽出。それ以

が必要な時に

針路、速度、

を整理すると

以外の情報の

に必要な情報

 

 
気象

ととも

の利用

報を得



 

EN-

【変更

 
 

新設

【変更

め、未

の動

入時

ATN
載機材

検討結

-13 機上

更理由】DA

設 EN-14

更理由】軌道

未設定となっ

向、機材の対

時期について

-Baseline1
材の状況等を

 最適なア

 最適な通

 導入時期

 VDL 以

結果を踏まえ

上の気象観

APs 施策に含

4 VHF デ

道ベース運用

っていた通信

対応状況等を

て検討を実

について、

を比較検討し

アプリケーシ

通信メディア

期： 2021
以外の通信メ

え、通信に関

観測データ

含まれる項目

ータリン

用の実現には

信に関する E
を元に、デー

実施。米国で

セキュリテ

し、以下の結

ション： F
ア： VDL-
年度～ 
ディア：デー

関する EN 施

15 

タのダウン

目の見直しを

ンク, EN-1

は軌道情報等

EN 施策をロ

ータリンク導

で導入され

ィや通信速度

結論を得た。

FANS-1/A+
Mode2(AOA

ータリンク高

施策のロード

ンリンク

を実施し、具

15 将来の

等の共有に通

ロードマップ

導入の必要性

れる FANS-
度、パイロッ

 

A) 

高度化に合わ

ドマップを新

具体的な記述

の通信装置

通信の自動化

プに明記すべ

性、通信メデ

-1/A+と欧州

ット負荷、導

わせ後刻検討

新たに作成。

述に修正。 

置 

化が重要であ

く、ICAO や

ディアの優劣

州で導入さ

導入コスト及

討（AeroMAC
 

 

 

 

あるた

や欧米

劣、導

される

及び搭

CS 等） 


